
項 目 内 容
名称 フッ素 [英]Fluorine (F) 、フッ化物 Fluoride [学名]

概要 フッ素は、植物や動物でごく微量に含まれる元素で、体内ではほとんどが骨や象牙
質などの硬組織に存在する。小児および成人で虫歯 (歯牙う蝕症) の有病率とその重
症化を抑制する効果があるが、栄養学的には必須とは判断されておらず、欠乏症状
も未だ認められていない。必要量は微量で、取りすぎは有害である。

法規・制度 ■食薬区分
「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に
該当する。

■特定保健用食品
・「緑茶フッ素」を関与成分とし「歯を丈夫で健康にする」保健用途の表示ができ
る特定保健用食品が許可されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・元素記号F、原子番号9、原子量19.00。フッ素そのものはほとんど無色の刺激性
のある有毒な気体である。

分析法 ・イオンクロマトグラフ法が用いられる (PMID:14698273) 。

有効性

ヒ
ト

循環器・
呼吸器

調べた文献の中に見当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=14698273&dopt=Abstract


で
の
評
価

消化系・肝臓

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた文献の中に見当たらない。
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